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　柳河特別支援学校の平河祐李
菜さんは、第 71 回ヘレン・ケ
ラー記念音楽コンクールの器楽
部門ピアノ 2 部で全国 1 位に輝
いた逸材です。視覚障がいのあ
る学生が日本中から参加する同
コンクールは、音楽を志す視覚
障がい者の登竜門。ピアノ奏者
の辻井伸行さんなど、世界で活
躍する音楽家を輩出しているコ
ンクールです。

耳で聞いて、ピアノで弾くを
繰り返す練習方法

　生まれつき視覚に障がいがあ

る平河さんがピアノを始めたの
は 5 歳のとき。お母さんが視
覚にハンディがあっても通える
ピアノ教室を探してくれたそう
です。「自由に好きな曲を弾く
のが面白い」と楽しさを話す平
河さん。その練習方法は、好き
な曲を耳で聞いては弾くの繰り
返し。祖父の影響で好きになっ
た演歌をはじめ、スーパーや町
中で耳にする音楽など、多彩な
ジャンルを弾きこなします。

今後は他のことにもチャレンジ

　昨年 11 月に開催されたコン

クールの数月前から 1 日 2、3
時間の練習を重ねた平河さん。
体を動かしながら音に強弱をつ
けることを意識して本番に臨ん
だそうです。「練習はきつかっ
たけど、1 位になったときはお
母さんと一緒に泣きながら喜ん
だ」と 1 位になったときの気持
ちを話してくれました。3 月に
同校の小学部を卒業し、4 月か
らは中学部に進学。「ピアノを
続けながら、スポーツなど他の
ことにもチャレンジしたい」と
中学部での抱負を教えてくれま
した。

視覚障がいのある学生が集う
全国ピアノコンクールで1位 平河 祐

ゆ り な

李菜 さん（12 歳）

【上】ヘレン・ケラー記念音楽コンクールの器楽
部門ピアノ 2部で 1位に輝いた平河さん【右】
弾く曲は演歌から最新のヒット曲まで幅広い。
得意な曲は、美空ひばりの「川の流れのように」
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　水の郷近くに新しい子育て支援拠点施設が完
成。施設の概要は次のページで確認してください。
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お知らせ掲示板、市史抄片ほか
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【今月の問題】 
　アタリが４つ。黒を△に打つと、白はどう
なるでしょう。
【今月の豆知識】　囲碁は頭脳を鍛える？
　高校囲碁団体戦の優勝、入賞常連校は、灘、 
開成、 ラサールなど全国有数の難関校が並び
ます。

大淵盛人九段の次の 手一
柳川観光大使


